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命館言語文化研究』、第 5巻 1 号、1993 年、49 ～ 64 ページ）；佐藤優香「寺
島精一の教育博物館経営―文部省の博物館政策との関係を中心にして」（『日
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集古館建設の献言を認めた文部省（明治 4年 7 月設置）は、本体業務を一橋
御門内の竹平町に移転し、町田の要請通りに 1871（明治 4）年 9月に湯島聖
堂大成殿を文部省博物局の博物館とする。そしてそこに回廊らしきものを仮
設して、展示館としての体裁を整えた。


























































































































































。1877（明治 10）年 1 月に内務省の機構の一部を改変し、
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町田の助言をえて準備が進められ、農商務省博物局で所管されていた博物館




























































して 1889（明治 22）年 5月に帝国博物館総長に起用される。さらに京都と奈
良にもそれぞれ帝国博物館が設立され、その初代総長に任命される（帝国博



















15）年の開館当時、約 11 万点の資料があり、そのうち歴史資料が約 45,000 点、























































































































































発に展開される。こうした活動が元になって 1919（大正 8）年 4月に「史蹟




































































































































































































































1926（昭和元）年から 1937（昭和 12）年までの間で、毎年約 20 館の割合で
増加している
（82）
。つまり昭和初期の 12 年間で、約 240 の博物館が誕生している。








































































































わが国では明治後期（1891 ～ 1911 年）には 55 館の博物館が設立され、そ
れが大正期から昭和初期（1912 ～ 1927 年）にかけて 160 館になり、さらに

























メトロポリタン美術館 1館に及ばない。職員数は日本の 8館合計で約 400 人
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（明4・9・29）（明5・3・10）（明5・4・28）（明5・1・8）
（明6・4・15開館）
（明8・4・8）（明8・3・30）
（明10・5・4）
（明13・7・1）（明14・4・7）
（明19・3・24）
（明21・1・18）
（明22・5・18）
（明33・6・26） （明30・4・27）
（昭22・12・4）（昭22・5・3）
（昭27・3・25）
（明14・7・14閉館）
（明8・4・8）
（明10・1・26）
（明10・4・14）
（明17・1・23）
（明19・3・1）（明35・3・28）
（大3・6・18）
（大10・6・24）
（昭6・2・2）
（昭24・6・1）
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（明14・7・27）
明10・4・14
明18・6・2
明22・3・1
（明8・2・22）
明6・3・19
明8・2・9
（宮内省）博物館  
図書寮附属博物館
帝国博物館
東京帝室博物館
国立博物館
東京国立博物館
（農商務省）博物館  山下門内博物館
東京図書館
東京図書館
帝国図書館
現国立国会図書館
支部上野図書館
国立図書館
東京大学植物園
帝国大学植物園
現東京大学理学部
附属植物園
東京教育博物館
東京科学博物館
国立科学博物館
東京博物館
高等師範学校附属
東京教育博物館
東京高等師範学校
附属東京教育博物館
東京府書籍館
書籍館 博物館 小石川薬園
東京書籍館 東京博物館 小石川植物園
小石川植物園教育博物館
東京教育博物館
東京教育博物館
東京大学理学部
附属植物園
東京大学
小石川植物園
博覧会事務局
（内務省）博物館  
（内務省系）
博覧会事務局
博物局・博物館
書籍館・小石川薬園
山下門内博物館
物　産　局
山下門内博物館
書籍館 博物館 博物局
東京図書館
（文部省系）
※カッコ内の年月日はその機関の設立時。
無カッコで記入した年月日は統合・分離の時期を示す。
図－1　博物館の変遷図
資料：椎名仙卓・青柳邦忠『博物館学年表』、雄山閣、2014 年、39 ページ。
